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星槎大学 公的研究費の不正使用への対応に関する規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、「星槎大学公的研究費の適正管理に関する規程」（以下「公的研究費

の適正管理規程」という。）第８条の規定に則り、星槎大学（以下「本学」という。）に

所属する研究者の公的研究費の不正使用（以下「不正使用」という。）への対応に関し、

必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規程において、「不正使用」とは、架空請求に係る業者への預け金、実態のな

い旅費、給与または謝金の請求等虚偽の書類によって本学の諸規程及び法令等に違反し

た公的研究費の使用をいう。 

 （告発等の受付窓口） 

第３条 不正行為に関する告発（本学外のものも含む。以下同じ。）または告発の意思を明

示しない相談を受け付ける窓口（以下「受付窓口」という。）に関する事項については、

「星槎大学研究上の不正行為の防止等に関する規程」（以下「不正行為防止規程」という。）

第６条の規定を準用する。 

 （告発の取扱い） 

第４条 告発の受付に関する事項ついては、「不正行為防止規程」第７条の規定を準用する。 

（告発者・被告発者の取扱い） 

第５条 告発者及び被告発者については、「不正行為防止規程」第８条の規定を準用する。 

 （予備調査） 

第６条 公的研究費の予備調査に関する事項ついては、「不正行為防止規程」第９条の規定

を準用する。 

（本調査の通知・報告） 

第７条 本調査の通知及び報告に関する事項ついては、「不正行為防止規程」第１０条の規

定を準用する。 

（本調査委員会） 

第８条 本調査委員会に関する事項ついては、「不正行為防止規程」第１１条の規定を準用

する。 

（本調査の実施等） 

第９条 本調査の実施に関する事項ついては、「不正行為防止規程」第１２条の規定を準用

する。 

（認定） 

第１０条 認定に関する事項ついては、「不正行為防止規程」第１３条の規定を準用する。 

（本調査結果の通知及び報告） 

第１１条 本調査結果の通知及び報告に関する事項ついては、「不正行為防止規程」第１４

条の規定を準用する。 

（不服申立て） 

第１２条 不正行為と認定された被告発者からの不服申立てに関する事項は、「不正行為防

止規程」第１５条の規定を準用する。  

（悪意に基づく告発認定に対する不服申立て） 

第１３条 告発が悪意に基づくものと認定された告発者からの不服申立てに関する事項は、

「不正行為防止規程」第１６条の規定を準用する。  
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（調査結果の公表） 

第１４条 調査結果の公表に関する事項ついては、「不正行為防止規程」第１７条の規定を

準用する。 

（不正行為認定後の措置） 

第１５条 不正行為認定後の措置に関する事項ついては、「不正行為防止規程」第１８条の

規定を準用する。 

（悪意に基づく告発認定後の措置） 

第１６条 悪意に基づく告発認定後の措置に関する事項ついては、「不正行為防止規程」第

１９条の規定を準用する。 

（規程の改廃） 

第１７条 この規程の改廃は、別に定める規程管理規程による。  

 

附則 

この規程は、平成 27 年 11 月１日から施行する。 


